
福島県立小高産業技術高等学校

マイスター・ハイスクール事業 中間成果発表会
令和４年１１月７日（月）
港区立産業振興センター
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学校の概況

福島県立小高産業技術高等学校

福島県南相馬市小高区吉名字玉ノ木平
７８番地

電話０２４４－４４－３１４１2



•南相馬市の人口

•小高区の人口

2011年20才未満2299人

2022年20才未満621人

2011年 66,542人

2022年 57,822人

小高産業技術高校

福島第一原発

学校の所在地と震災時からの人口変動

2011年 12,636人

2022年 3,834人
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【学科編成】

工業科 商業科

4



5



・アルドゥブロックのロボット組立制御
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マイスター・ハイスクール運営委員会

１年目 ２年目

○ 学校全体で組織的に取り組む必要がある。

○ 感染症拡大防止の観点から単発の講義や見学が
多くなった。継続的な取組をとおして事業の成果
を評価できる学習プログラムが必要である。

○ 魅力的な学習プログラムを実施する必要がある。

○ もっと幅広い外部人材を活用する必要がある。

○ 今後の産業界を担う人材を育成する上で、英語
教育が必要である。

○ 当初の計画を年度毎にブレイクダウンしながら
取り組む必要がある。

○ 事業の評価・改善を実施しながら、目標が達成
できるように進める必要がある。

○ 生徒の意向も組み入れた学習プログラムを実践
する。

○ 英語をはじめとした普通教科においても学科横
断的な視点に立って事業を推進する。

○ 学校に対する地域からの期待は大きい。生徒の
良さを活かした事業を実践する必要がある。

指定校 学校設置者 地方自治体 産業界より構成
運営委員会からの指導助言等を事業に反映させる取組を行う
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２年目の取組

継続的な課題解決型学習プログラム
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１ ロボット技術（災害・廃炉）に関する分野
機械科・産業革新科電子制御コース

Challenge

[挑戦する力]

Create

[創造する力]

Continue

[継続する力]

Cooperate

[協働する力]

ロボット技術に関
する高度な知識と技
術の習得に挑戦し、
新たなロボット技術
の習得に向けて行
動・実践することが
できる。

地域課題の解決と未来
につなげるための独創
的なロボット技術の活
用法について自己の解
を導き出し、提案する
ことができる。

ロボット技術に関
する学習を通して、
地域の課題を発見し、
解決に向けて継続的
に実践することがで
きる。

ロボット技術の学
習活動を通して、他
者と協働して課題を
解決する活動を進め
ることができる。

Ⅰ.分野における育成したい４つの資質・能力
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Ⅱ.取組の概要

１）手動ロボットならびにセンサ入力を用いた自動制御ロボットの製作

実施目的
今後数十年にわたる廃炉事業に関わる無人作業技術、少人数大規模に関わる無人

農業機械など、この地における産業を担う資質能力を身につけた人材を育成する。

実施内容
南相馬におけるロボット産業の重要性について理解し、地域の問題点を解決する

方法について思慮を深めながら、ロボット製作に必要な電気回路とセンサー入力の
方法、Arduinoのプログラミングについて学習する。

産業界との連携 講師：タケルソフトウェア 代表 山崎 潤一 氏（産業実務家教員）

実施期間 令和４年４月21日～
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○ 成果

・ 生徒の興味・関心を高め、言語活動の充実が図られるなど、生徒が主体的に

取り組む学習プログラムを構築することができた。

・ クローラーロボットの性能を活かしてプログラミングすることで、廃炉や農

林業における自動運転ロボットの設計、製作、操縦につながる学習となった。

○ 取組の検証と次年度に向けて

・ 「今後も更に学習を深め、自分たちの知識や技術を高め、社会に貢献できる

ようになりたい」、「自分たちが培ったロボット技術を、地域の農林業に活か

せるようになりたい」という生徒の感想があった。

・ 本学習プログラムをとおして、地域に貢献するという生徒の意欲が着実に

育っていることが確認できた。

・ 廃炉や農林業の自動化につながるロボットの製作に繋げていきたい。

◆実施の効果とその評価について
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２ 再生可能エネルギー（水素・太陽光・風力）に
関する分野

機械科・電気科

Ⅰ.分野における育成したい４つの資質・能力
Challenge

[挑戦する力]

Create

[創造する力]

Continue

[継続する力]

Cooperate

[協働する力]

再生可能エネルギー
分野に関する高度な
知識や技術習得に挑
戦し、新たなエネル
ギーの活用に向けて
行動・実践すること
ができる。

地域課題の解決と未来
へつなげるための独創的
な再生可能エネルギーの
活用法について自己の答
えを導き出し、提案する
ことができる。

再生可能エネルギー
に関する学習を通し
て、地域の課題を発
見し、解決に向け継
続的に実践すること
ができる。

学習活動において、他者
と協働して課題解決に向
け、再生可能エネルギー
における学習活動をすす
めることができる。
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１）ＥＶの製作に取り組むための知識・技術の習得に向けた学習プログラム

Ⅱ.取組の概要

実施目的
ＥＶにおける再生可能エネルギーを利用する知識・技術を身に付け、

再生可能エネルギーの利用を実践できる力を育成する。

実施内容
電気自動車についての講義ならびに機械的な構造、モーター制御につい

て学習し、電気自動車の設計・組立をする。また、ＥＶレースへの参加に
取り組む。

産業界との連携 講師：福島県立テクノアカデミー浜校 成瀬哲也氏（産業実務家教員）

実施期間 令和４年５月２０日～
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レース走行動画



◆実施の効果とその評価について

○ 成果

・ 車体の製作、組立等をとおして、生徒の機械的な作業技術が向上した。

・ 手巻きモーターの製作をとおして、モーター制御に関する技術が向上した。

・ ＰＷＭ出力によるモーターの速度制御をとおして、プログラミング等の制

御技術が向上した。

○ 取組の検証と次年度に向けて

・ これまでに製作したＥＶカートの走行性能について検証する。

・ 検証結果について、２年間の学習プログラムによって習得した知識・技術

を活かして更なる改善に努め、来年の９月「ＷＥＶＣ名取大会」、１０月

「ＣＱＥＶカート筑波大会」での上位入賞を目指す。
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３ 制御技術（ＡＩ・ドローン）に関する分野
産業革新科電子制御コース・電気科

Ⅰ.分野における育成したい４つの資質・能力

Challenge

[挑戦する力]

Create

[創造する力]

Continue

[継続する力]

Cooperate

[協働する力]

制御技術分野に関する高
度な知識や技術習得に挑
戦し、新たなＡＩ・ド
ローン技術の活用に向け
て行動・実践することが
できる。

地域課題の解決と未
来へつなげるための
独創的な制御技術の
活用法について自己
の答えを導き出し、
提案することができ
る。

制御技術に関する学習を
通して、地域の課題につ
いて発見し、課題解決に
向け継続的に実践するこ
とができる。

学習活動において、
他者と協働して課題
解決に向け、制御技
術に関する分野にお
ける学習活動をすす
めることができる。
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Ⅱ.取組の概要

１）ドローンプログラミングにおける知識・技術の習得に向けた学習プログラム

の開発

実施目的
地域の企業と連携した実践的な学習を行い、専門的知識や技術習得に努め

新たな分野に対して挑戦的に取り組む力を育成する。

実施内容
ドローンのプログラミング飛行原理や編隊飛行までの知識・技術を習得す

る。
画像認識による動作制御に関しての基礎的な仕組みを習得する。

産業界との連携
講師：福島県ハイテクプラザ南相馬技術支援センター

機械加工ロボット科長 加藤 和裕 氏
株式会社東日本計算センター Ｒ＆Ｄセンター 小林 清志 氏

実施期間
令和４年９月～
産業界との連携は１１月７日～

17



◆実施の効果とその評価について

○ 成果

・ ドローンの飛行プログラムについて、グループワークで討議を重ね、何度

も飛行実験を行う中で、他者と協働する力や課題解決能力が身に付いた。

・ 高度な飛行プログラムに挑戦する中で、試行錯誤しながら諦めずに取り組

む継続的な力が身に付いた。

○ 取組の検証と次年度に向けて

・ プログラミング言語をスクラッチからＰｙｔｈｏｎへ移行し、プログラミ

ングの内容をより高度化した学習プログラムとして確立する。

・ プログラミングによる編隊飛行の実現や、自動運転技術を用いたサンプル

リターン技術（環境化学コースとの連携）の確立を目指すなど、地域貢献に

繋がる取組を展開したい。
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４ 分析技術（水質・大気・土壌）に関する分野
産業革新科環境化学コース

Ⅰ.分野における育成したい４つの資質・能力
Challenge

[挑戦する力]

Create

[創造する力]

Continue

[継続する力]

Cooperate

[協働する力]

分析技術に関する知
識や技術習得に挑戦
し、地域の環境問題
の解決に向けて考え
ることができる。

地域環境における正確な
分析結果をもとに、地域
再生・未来創生に向けた
分析データの活用法につ
いて提案することができ
る。

分析技術の学習を通
して、地域課題につ
いて発見し、解決に
向け継続的に実践す
ることができる。

学習活動において、
他者と協働して課題
解決に向け、分析技
術に関する分野にお
ける学習活動をすす
めることができる。
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Ⅱ.取組の概要
１）地元企業における製造と環境問題に関する理解を図るための学習プログラム

実施目的
地元企業における工業生産と環境問題を通して、環境分析や環境保全の

大切さについて学習することで、将来の技術者に必要な知識・技能を学ぶ
原動力を育成する。

実施内容
地元企業における工業生産と環境問題に関する講義と、機器分析実験を

とおして、環境分析や環境保全の大切さに理解を深め、その知識・技術を
習得する。

産業界との連携
講師：大内新興化学工業株式会社原町工場

取締役工場長 志賀 敏文 氏（産業実務家教員）

実施期間 令和４年７月７日～
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○ 成果

・ 環境保全のために、正確な化学分析技術が必要であることについて理解を深

めることができた。

・ 地域の環境が世界に影響を与える影響について学習し、地域の環境問題への

興味・関心を高めることができた。

・ 地域の環境問題に対して、最新の分析機器を活用した分析技術の習得を図る

ことができた。

○ 取組の検証と次年度に向けて

・ 技術者として必要な知識・技術を学ぶ原動力を育成できた。

・ 次年度に向け、南相馬市水道局と連携した広域な水質分析や、大気、土壌の

分析を実践的に学ぶ学習プログラムを構築する。

◆実施の効果とその評価について
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５ 航空・宇宙産業に関する分野
工業科

Ⅰ.分野における育成したい４つの資質・能力

Challenge

[挑戦する力]

Create

[創造する力]

Continue

[継続する力]

Cooperate

[協働する力]

航空・宇宙産業分野
において積極的に理
解を深め、学習活動
に取り組むことがで
きる。

宇宙・航空産業の技術を
活用し、地域課題・創生
につながるための新たな
ビジネスアイデアを導き
出し、提案することがで
きる。

実践活動を通して、
評価・改善を行いな
がら、新たな課題を
設定し、取り組もう
と意欲を持って臨む
ことができる。

航空・宇宙産業について
理解を深め、他者(企業・
行政等)と連携し具現化す
るための活動を行うこと
ができる。
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Ⅱ.取組の概要

１）航空・宇宙産業分野における理解を深めるための講話学習・ワーク

ショップ

実施目的
次世代産業である「航空・宇宙産業」において、各分野における

イノベーションの創出につなげるための創造力を育成する。

実施内容
ＪＡＸＡを見学し、人工衛星の技術、役割について知識理解を深

める。

産業界との連携
(実務家教員)

ＪＡＸＡ筑波宇宙センター（見学のみ）

実施期間 令和４年７月１４日
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◆実施の効果とその評価について

○ 成果

・ 人工衛星に関する知識が向上し、今後の可能性について考察することが

できた。

・ 農業気象を広域に把握し収穫時期を的確に判断する技術や、月面でのエネ

ルギーの利用等の最新技術について学習することができた。

○ 取組の検証と次年度に向けて

・ 航空・宇宙産業分野については、施設見学が主であり、産業実務家教員に

よる授業は実施していない。

・ 現在、航空・宇宙関連技術について学ぶ学習プログラムの再構築に向けた

検討を進めている。
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６ スマートシティ（マーケティングテクノロジー・
観光資源）に関する分野

商業科（産業革新科、流通ビジネス科）

Ⅰ.分野における育成したい４つの資質・能力

Challenge

[挑戦する力]

Create

[創造する力]

Continue

[継続する力]

Cooperate

[協働する力]

地域の課題発見・解決
に挑戦し、活気のある
町づくりに向けて行
動・実践することがで
きる。

地域の課題の原因を探
り、その解決方法を考
え提案することができ
る。

地域の課題解決案を実践
し、PDCAサイクルを活
用して、粘り強くより良
い解決策を見い出すこと
ができる。

仲間や企業・自治体と
ともに地域の課題を発
見し、その解決策を協
働で考え実践すること
ができる。

25
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Ⅱ.取組の概要

実施目的
地域の課題を発見し解決方法を探る実践的な学習活動を通して地域創生

に取り組む力の育成を目指す。

実施内容

① 地域産業の活性化につなげるための「地域通貨」の導入・運用につい
ての学習プログラムを実践する。

② 地域企業の課題解決を目標として、継続して地域貢献に取り組むため
の技術力や思考力を育成するための学習プログラムを実践する。

③ 地域の観光資源を有効活用し、相双アンバサダーを育成して地域復
興・創生に貢献するための学習プログラムを実践する。

④ 地域産業の創生に向けて、紙媒体と共にＩＣＴ技術やＶＲ技術に関す
る知識・技術を取り入れた地域の魅力・情報発信を効果的に行うための
学習プログラムを実践する。

産業界との連携

講師：南相馬市経済部、一般社団法人オムスビ、松永牛乳株式会社、
有限会社栄泉堂、株式会社菅野漬物食品、株式会社野馬追の里、
南相馬市博物館、東日本大震災・原子力災害伝承館、福島水素
エネルギー研究フィールド、福島ロボットテストフィールド、
南相馬アグリパーク

実施期間 令和4年6月～ 26



栄泉堂でのヒアリング

地域課題についての
ヒアリング

施設見学

グループワーク

校内でのグループワーク

27松永牛乳でのヒアリング 市役所でのヒアリング 請戸小学校での研修



◆実施の効果とその評価について

○ 成果

・ 生徒が産業界に直接触れることで、地域の現状を具体的に知ることができた。

・ 地域の方々と直接話をすることによって地域の課題が自分事になり、主体的

に考えられる力が身についた。

・ 学習プログラムをとおして、個人でできることの限界と、協働の大切さを知

ることができた。

○ 取組の検証と次年度に向けて

・ 取組が思うように進まず試行錯誤する体験をとおして、生徒の学びが深まっ

ている。

・ 学習プログラムを進めるにあたり、地域や企業、産業界との連携や調整に多

くの労力を要するため、事業推進へ向けた科内の組織編成の工夫が必要である。
28



２年目の取組

施設見学・講話学習プログラム

29

先端施設の見学や最先端技術に関する講話を通して、南相馬に集積する
多様な産業について理解を深め、地域にどのように貢献できるか主体的に
考える学習プログラムを実践した。



東北学院大学等
「ワイヤレス給電に関する講習会」

令和４年７月８日

ＪＡＸＡ筑波宇宙センター
「航空宇宙関連技術に関する学習」

令和４年７月１４日

大内新興化学工業株式会社
環境分析に関する講演会
令和４年７月１７日

トヨタ自動車株式会社
「燃料電池車ＭＩＲＡＩと

水素エネルギーに関する講習会」
令和４年６月２０日

東北大学
「次世代モビリティ学習」

令和４年７月１３日

サイバーダインスタジオ見学
「サイバニクス技術に関する学習」

令和４年７月１４日 30



○ 福島ロボットテストフィールド、福島水素研究エネルギーフィールド、
福島国際教育研究拠点等、国際的な研究機関が整備。
○ 国際的に活躍できる人材の育成に期待。
○ 復興状況等、海外からの注目度が高い。

学校＋地域人材

英語教育の必要性について

浜通り地域

福島イノベーション・コースト構想に資する
次世代産業６分野での人材育成

ロボット技術
(災害・廃炉)

分析技術
(水質・大気・土壌)

英語教育

○ リスニング英語検定や英語スピーチコンテストの
指導体制づくり

○ 英語による学校紹介動画、地域ＰＲコンテンツの
制作

○ 英語による観光案内ができるアンバサダーの育成

工業科 英語科 商業科
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英語教育

総括的実践力の育成
２年間の学習プログラムを検証・改善

し、５年後１０年度を見据え、計画的に
プログラムを実践する

次年度へのイメージ

３年目

Challenge
集積させる新産業の高
度な知識や技術習得に
挑戦する力

Create
地域の実情を踏まえ
未来を創造する力

Continue
変革に対応し、目標達
成まで諦めることなく

継続する力

Cooperate
人間性を磨き他者と
協働する力

『４つのＣ』＋『１Ｃ』の育成

地域ならびにふくしまの創生に貢献できる力

２年間にわたり各学科で身に付けた「次世代産業」に関する
６つの分野の知識・技術を活用して、生徒が自ら課題を設定し、

主体的に学ぶ学習プログラムを実践

地方創生・地域活性化

ロボット技術
(災害・廃炉)

分析技術
(水質・大気・土壌)

P
Plan

D
Do

A
Action

C
Check

○学科の枠を超えたグループ編成
○次世代産業６分野に関するテーマ設定
○各学科が協働して課題解決に当たる

全学科同一時間での課題研究

生徒、教員、産業実務家教員、地域が
一体となった新たな学習プログラムの
確立

学習プログラム
の評価・改善

学科連携

英語教育

地域協働

主体的な
学び

成果
モデル

成果発表
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○ ＣＥＯが各学科との情報共有に努めながら産業界と学校を繋ぎ、教職員全体で協

力しながら取り組める体制作りを心がけている。

○ 産業実務家教員が生徒の実情を把握し、産業界の実態を生徒に伝えながら指導す

ることで、専門的な学びが深まると同時に職業観や勤労観を育成することができた。

○ 昨今の社会情勢の影響により、所属する企業の都合上、産業実務家教員の学校へ

の出勤が困難となるケースがある。

○ 事業を止めないためにも、オンライン授業や外部講師に協力を依頼するなどの措

置が必要である。

まとめ

□ ＣＥＯ、産業実務家教員について
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○ 生徒の意識づけはできたが、同時に先進的な技術が集積するふくしまの未来を

自分達が担えるものなのか葛藤する場面が見られた。

○ ＰＤＣＡサイクルを活用し、当初の計画を見直しながら、学科横断的な事業展

開を今後も実施していく。特に評価方法については再検討する必要がある。

○ 今後は生徒に、主体的に挑戦・創造・継続することを意識させ、自己の能力を

磨かせるとともに、協働することの大切さを経験させ、ふくしまの未来を創るテ

クノロジストの育成に向けて、事業を継続展開していく。

まとめ

□ 生徒について
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御清聴ありがとうございました。
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